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１．はじめに  

一般にせん断スパン比の小さい RC 部材のせん断耐力は，ディープビームとして検討することとされている．し

かし，壁式橋脚のような側方鉄筋が比較的多く配置されたせん断スパン比の小さい RC 部材については，せん断耐

力に対する知見が少ないのが現状である．そこで，せん断スパン比の小さい RC 橋脚を想定した RC 部材の水平加

力試験を実施したので，以下に結果を示す． 

 

２．試験概要 

 今回実施した試験体の一覧を表-1に示す．試験体は RC橋脚を想定した

もので，一般的な梁と比較すると側方鉄筋が多いことが特徴である．試験

体の断面は 850×350mm とし，No.1 と No.2 の違いは帯鉄筋の有無である． 

図-1は試験体No.1の形状，寸法である．試験は図に示すように1.5N/mm2

の軸力下で，せん断スパン a=800mm，せん断スパン比 a/d=1.0 の条件によ

り一方向の水平加力載荷とした．載荷中は，せん断スパン内の軸方向鉄筋

と帯鉄筋のひずみを計測した．  

 

３．試験体の破壊性状 

（1）コンクリート表面ひび割れ 

図-2 は，両試験体の最大荷重時における側面のひび割れ発生状況であ

る．No.1 では，まず引張側の基部に曲げひび割れが発生し，次に載荷点

から載荷点の反対側の基部を結ぶ対角のエリア（以下「圧縮ストラット」

という）に，斜めひび割れが多数発生した．その後，圧縮ストラット基部

のコンクリート表面が浮き，微細なひび割れが

発生し，最大荷重をむかえた． 

 No.2 では初めに曲げひび割れが発生し，そ

の後圧縮ストラットに沿った斜めひび割れが

発生した．斜めひび割れは分散せず，圧縮スト

ラット下部に斜めひび割れが数本発生しただ

けであった．その後，最大荷重時と同時に圧縮

ストラット基部で微細なひび割れがみられた．  

両試験体の最大荷重時の微細なひび割れが

発生した箇所は，最大荷重後にさらに広い部分

で表面が浮き，かぶりが大きく剥落した． 

表-1 試験体一覧 

No a/d pt(%) pside(%) pw(%) f'ck(N/mm
2)

1 1.0 1.08 3.02 0.72 31.3
2 1.0 1.08 3.02 0 27.9
pt:最外縁の引張鉄筋比
pside:最外縁の引張側、圧縮側鉄筋を除く鉄筋比
pw:せん断補強鉄筋比
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図-1 試験体形状・寸法（No.1） 
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図-2 最大荷重時のひび割れ発生状況 
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（2）鉄筋の発生ひずみ 

図-3は No.1 の最大荷重時の帯鉄筋の降伏した箇所の分布である．帯鉄

筋は最大荷重時において高さ 100～500mm までが降伏した．特に圧縮スト

ラットに沿って帯鉄筋のひずみが降伏した． 

図-4は No.1 と No.2 の最大荷重時の側方鉄筋のひずみの値である．No.1

では，曲げ引張を受ける載荷点基部のひずみは 1,500μ以上の値を示して

おり，圧縮ストラットに沿った箇所でも高さ 250～750mm までの間で 500

μ以上の値を示した． 

一方 No.2 では，No.1 と比較すると側方鉄筋のひずみは荷重レベルにほ

ぼ比例し，平均で 6～7 割程度小さい値であった．また，両試験体ともに

引張側の鉄筋を除くと，圧縮ストラットに沿って側方鉄筋のひずみの値が

大きくなる傾向を示した． 

 

４．試験結果と計算結果 

No.1 と No.2 の荷重変位曲線を図

-5 に示す．帯鉄筋のある No.1 と

No.2の最大荷重の差は676kNであっ

た．両試験体とも，最大荷重後は荷

重が減少傾向を示し，さらに載荷を

進めると最大荷重の半分程度の荷

重で一定値となった． 

次に各試験体のせん断耐力を計

算し，実験値と計算値の比較を行っ

た．せん断耐力はコンクリート標準

示方書による方法 Vydd1)と鉄道構造

物等設計標準による方法 Vdd2)の実験式により算出した．両試験体

における実験値および各算定式の計算結果を表-2 に示す．No.1，

No.2 とも実験結果に対し過小評価の傾向となり，特に帯鉄筋のあ

る No.1 のほうが過小評価となった． 

 

５．まとめ 

今回の試験の範囲において，以下の傾向を確認した． 

・帯鉄筋がある試験体では，帯鉄筋はせん断スパンの 2/3 程度の

高さまで降伏し，斜めひび割れが分散する傾向を示した． 

・帯鉄筋の有無に関わらず，最大荷重後にさらに載荷を進めると

最大荷重の半分程度の荷重で一定となった． 

・帯鉄筋がある試験体の計算値は，実験値と比較すると過小評価

の傾向を示した． 
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図-3 最大荷重時の帯鉄筋降伏分布
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図-5 No.1 と No.2 の荷重変位曲線 

表-2 実験値と計算結果 

実験式② ①/② 実験式③ ①/③
1 1,899 1,446 1.31 1,246 1.52
2 1,223 1,074 1.14 1,074 1.14

Vydd(kN) Vdd(kN)実験値①
(kN)

No
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図-4 最大荷重時の側方鉄筋のひずみ 
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